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豊中市学校教育活動徴収金公費負担事業補助金交付要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、豊中市立小学校、中学校または義務教育学校（以下「市立学校」と

いう。）に在籍する児童及び生徒（以下「児童生徒」という。）の保護者（中学校夜間

学級に在籍する生徒が成年に達している場合にあっては当該生徒。）の経済的負担を軽

減し、義務教育の円滑な運営に資することを目的として、豊中市学校教育活動徴収金公

費負担事業補助金（以下「補助金」という。）を交付するに当たり、必要な事項を定め

るものとする。 

 

（事業実施の決定） 

第２条 豊中市教育長（以下「教育長」という。）は、市の予算を踏まえ、毎年度、本要

綱に基づく補助を実施するか否かを決定する。 

 

（交付対象者） 

第３条 補助金の交付対象となる者は、市立学校に在籍する児童生徒と生計を一にする保

護者（親権者が死亡・離別している場合等保護者が不存在であると認めるときは、これ

に類する者。生徒が成年に達している場合にあっては当該生徒。以下「保護者」とい

う。）のうち、第５条の事務の委任に同意した者とする。ただし、別表中共済掛金に係

る補助金にあっては、児童生徒が独立行政法人日本スポーツ振興センター法（平成１４

年法律第１６２号）第１５条第１項第７号に規定する災害共済給付制度に加入すること

に同意した保護者（独立行政法人日本スポーツ振興センター災害共済給付制度に係る共

済掛金取扱要綱（以下「共済掛金要綱」という。）第５条の規定により保護者負担額を

免除される者を除く。）とする。 

 

（補助対象経費） 

第４条 補助金の交付対象となる経費は、別表に定めるとおりとする。 

２ 具体的に必要となる費用が補助対象経費に算入されるか否かは、当該費用の学校教育

活動における必要性を踏まえて、教育長が判断する。 

 

（事務の委任） 
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第５条 補助金の交付を受けようとする保護者は、当該児童生徒が在籍する学校長に対

し、次の事項を委任することに同意するものとする。 

(１) 補助金の交付申込み、請求、受領、受領した補助金を補助対象経費の支払のため

に学校長口座において管理する権限、その他補助金に関する一切の権限 

(２) 補助金の交付決定通知の受領その他補助金に係る一切の通知（意思表示を含

む。）を受領する権限 

(３) 補助対象経費に係る費用の事業者等への支払 

(４) 共済掛金要綱第３条に規定する保護者負担額（以下「保護者負担額」という。）

の市への支払 

２ 前項の規定にかかわらず、児童生徒が第３条ただし書に定める災害共済給付制度に加

入することに同意しない保護者は、当該児童生徒が在籍する学校長に対し、前項(１)、

(２)及び(３)の事項を委任することに同意するものとする。 

 

（制度の案内） 

第６条 教育長は、保護者に対し、本要綱に基づく補助金交付制度について案内する。 

２ 前項の案内は、学校長を通じて行うものとする。 

 

（同意の推定） 

第７条 保護者は、当該児童生徒が在籍する学校長に対し、当該児童生徒が当該学校に在

籍した時点で、第５条の事務の委任に同意したものと推定する。ただし、保護者が同条

の事務の委任について書面で不同意の意思表示をしたときは、この限りでない。 

２ 不同意の意思表示をする保護者は、意思表示に係る書面の提出と併せて学校長が指定

した当該年度の補助対象経費の概算額を学校長へ支払うものとする。 

３ 保護者が前項の補助対象経費の概算額を支払わない場合、第１項ただし書の不同意の

意思表示は無効とするものとする。 

 

（補助金限度額） 

第８条 補助金限度額は、補助金の交付の対象となる年度（以下「補助対象年度」とい

う。）の予算の範囲内で教育長が別に定める。 

 

（交付申込み） 
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第９条 学校長（第５条の委任を受けた学校長をいう。以下同じ。）は、補助金の交付を

受けようとするときは、次の書類を添えて教育長に申し込まなければならない。 

(１) 補助金交付申込書 

(２) その他教育長が必要と認める書類 

 

（交付決定） 

第１０条 教育長は、前条の申込みが適正であると認めたときは、学校長に対する補助金

交付を決定し、その旨を学校長に通知するものとする。 

２ 教育長は、前項の交付決定に際し、次の条件を付するものとする。 

(１) 学校長に補助金が交付された場合、学校長は、学校長に交付された補助金に相当

する学校教育活動に要する費用を保護者から徴収しないこと。 

(２) 共済掛金に係る補助金について、学校長が前項の交付決定通知を受領すると同時

に保護者が学校長に委任した第５条第１項(４)の支払債務の弁済期が到来し、また共

済掛金要綱第３条に規定する保護者負担額相当額の補助金の交付がなされるものと

し、その補助金を前記の支払債務に充当すること。 

 

（補助金の請求・交付） 

第１１条 前条で決定された補助金の交付を受けようとする学校長は、交付請求書により

教育長に請求するものとする（共済掛金に係る補助金を除く。）。 

２ 教育長は、前項の請求に基づき、補助金を速やかに学校長へ交付するものとする。 

 

（変更交付申込み） 

第１２条 学校長は、補助金の交付決定通知後において補助金の額を変更しようとすると

きは、次の書類を添えて教育長に申し込み、その承認を受けなければならない。 

(１) 補助金変更交付申込書 

(２) その他教育長が必要と認める書類 

２ 教育長は、前項の申込みが適正であると認めたときは、補助金の額に係る変更交付決

定をし、その旨を学校長に通知するものとする。 

３ 変更後の補助金の請求及び交付については、前条の規定を準用する。 

 

（実績報告） 
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第１３条 学校長は、当該補助事業が完了したときは、次の書類を添えて、速やかに教育

長に報告しなければならない。 

(１) 補助金実績報告書 

(２) 決算報告書 

(３) その他教育長が必要と認める書類 

 

（補助金の額の確定） 

第１４条 教育長は、補助事業の成果が補助金の交付決定の内容に適合しているかについ

て、前条の報告書等により審査を行うものとする。 

２ 教育長は、前項の審査の結果適合するものと認めるときは、交付すべき補助金の額を

確定し、学校長に対し補助金交付確定通知書によりその旨を通知するものとする。 

 

（補助金の返還） 

第１５条 教育長は、前条の規定により確定した補助金の額を超えて補助金が交付されて

いるときは、学校長に対し、期限を定めてその返還を命ずることができる。 

２ 学校長は、前項の規定により補助金の返還を命ぜられたときは、指定された期限まで

に返還しなければならない。 

 

（書類の整備等） 

第１６条 学校長は、補助金に係る収支を明確にした帳簿その他証拠書類を整理するとと

もに、当該補助対象年度の翌年度から起算して１０年間、これを保存しなければならな

い。 

２ 学校長は、前項に基づき保存する帳簿等を後任の学校長に引き継ぐものとする。 

３ 学校長は、補助事業が完了したときは、第５条の事務の委任をした保護者に対し、補

助金に係る収支の概要を報告するものとする。 

 

（指示及び検査） 

第１７条 教育長は、補助金に係る予算の執行の適正を期するために必要があるときは、

学校長に対し、随時、当該補助金の使用等について必要な指示をし、または検査をする

ことができる。 
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（その他） 

第１８条 この要綱に定めるもののほか、補助金の交付に関し必要な事項は、教育長が別

に定める。 

 

附 則 

１．この要綱は、令和６年４月１日から施行する。 

附 則 

１．この要綱は、令和７年４月１日から施行する。 

附 則 

１．この要綱は、令和７年５月２１日から施行する。 

 

 

 

別表（補助対象経費） 

学校 

区分 

小学校 

（義務教育学校前期課程含む） 

中学校 

（義務教育学校後期課程含む） 

学習実費 教材費 

各教科等実習費 

遠足・校外学習費 

学校行事費 

― 進路関係費 

宿泊行事費 修学旅行費、林間臨海学舎費、学習旅行費（中学校夜間学級） 

共済掛金 共済掛金要綱第３条に規定する保護者負担額 

生徒活動費 ― 生徒活動費 

 


